
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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淡路町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
財政力指数:
　　三位一体改革による新設の移譲財源(配当割交付金、所得譲与税等)により基準財政収入額が大きくなった
　ことにより前年度より若干高くなった。今後、歳出の削減と地方税の徴収強化に努める。
経常収支比率:
　　本年度は4月合併のため打ち切り決算となり、地方譲与税等が未収となったため類似団体平均より高い値と
　なったが、今後も経常経費の削減に一層取り組む。
起債制限比率:
　　本年度は 4月合併のため打ち切り決算となり、住宅関係の国庫補助金(26,000千円)が未収となったたことと
　臨時財政対策債の発行可能額84,497千円減したため14.1という数値となった。
　　今後、事業の必要性、優先順位等を考慮し、新規地方債の発行を抑制する。
人口一人当たり地方債残高:
　　平成16年度末の地方債残高が69億7,073万6千円であり、人口で割ると一人当たり1,036,232円 となる。
　今後、事業の必要性、優先順位等を考慮し、新規地方債の発行を抑制する。
ラスパイレス指数:
　　全職員数にしめる年齢の高い職員の割合が高いため類似団体平均を上回っているが、今後より一層の給与
　の見直しに努める。
人口1,000人当たり職員数 :
　　定員管理計画に基づいて採用を行っているが、今後も合併による規模のメリットを活かした組織再編や、
　民間への委託等により、人件費の抑制に努める。


